
「手足口病」「胃腸炎」

の場合は 

次亜塩素酸 

ナトリウムの 

薄めたもの 

「新型ｺﾛﾅ」「夏かぜ」

の場合は 

アルコール液 
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 この夏、不思議な発熱症状の風邪「夏かぜ（と言われています）」と「手足口病」の大流行と

新しい型の「新型コロナウイルス感染症＝セミ型」等、いろいろな感染症の拡がりがおこってい

ます。特にこの６月は今富地域で乳幼児中心に「手足口病」の大流行がありました。一度罹ると

次の発症は軽度で夏かぜのような症状ですむようですが、そのほかにも「夏かぜ」いわれる原因

となるウイルスには複数種あり、まだまだ油断は出来ないようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                

           いくつもの消毒液を使い分けるより、石けんでの手洗いが一番効果的 

 

 

 

 

 

明日から夏休みに入ります。６月末より本格的な

雨はなく、どんよりとした曇りの日から急に暑すぎ

る陽差しの晴天が続きつつ、毎日蒸し暑い日が続い

ています。全国各地で梅雨明けのニュースが出てき

ており、こちらの地域もまもなく本格的な夏が､もう

そこまで来ていると感じことができますね。 

明日から始まる夏休みを大切に有意義に 

過ごしていきましょう。 

① いつもより少し早寝で､十分な 

睡眠を取る 

① 栄養バランスのよい食事を取る  

② 水分補給を忘れずにする 

       

手足口病 
手のひら、足裏、口の中に水ぶくれが出来る

ウイルス性の感染症です。全国的に警報レベル

の大流行となっています。 

大人にも感染することがあり、５～10％（同居

の場合 20～30％）、過去の感染で免疫を持ってい

ることが多いですが、子どもより重症しやすく、 

 高熱・関節痛・激しい口内炎発症  の 

症状の人が多いです。 
 

謎の高熱をともなう夏かぜ 
高熱や咽頭痛が主症状で、人によっては咳が数

週間続く症状があります。 

 受診し新型コロナやインフルエンザの検査を受

けてもは陰性となっています。 

 考えられる原因として、ウイルスの複合的な流

行（いくつものウイルスが発生している）により、

症状が似ていることで「何のかぜ？」と心配を感

じている人が増えているようです。 

 現在分かっているウイルスには、アデノ・RS・

ヒトメタニューモ等が見つかっているそうです 

 

 
寒暖差によるクーラー？病 
 エアコンの効いた部屋で過ごす時間が長かっ 

たり、冷たいものを食べすぎたり飲みすぎたりすると、自分でも気づかないうちに体の中が

冷えすぎて、体内の病気とたたかうところの働きが悪くなるときがあります。 

 また寒暖差（涼しい屋内と外の暑さの差）も原因のひとつとなり、体のいろいろなところ

の働きを平熱時のように元に戻そうとする働きがある自律神経が疲れてしまい、免疫力が落

ちてかぜをひいてしまう（その場合は、くしゃみ・鼻水・軽い発熱程度）こともあります。 

 

今 年 の 夏 の 感 染 症 対 策 

こまめな石けんでの手洗いの徹底 

タオル・食器等の共有を 

さける（個人用を使う） 

トイレ（オムツ交換含む）・共有施

設での活動時には、ていねいな

石けん手洗いを忘れない 

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 500ml に、

消毒液ｷｬｯﾌﾟ 2 杯 

水分補給も忘れずに 

  



この夏の病気予防も！     水分･塩分･糖分と      PC・スマホなどから 

                       栄養バランス考えて          早めにはなれよう   

外から帰ったらすぐに          ３食しっかり食べる 

石けん手洗い                                  早寝でぐっすり眠ろう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長い休みに入ったからと言って、生活の乱れがおこらないように、学校があるときと同じ生活リズムですご

していきましょう。 

 また、夏休み期間中に、なんらかの感染症にかかったり大きなけがをしたりした場合には、遠慮なく学校に

お知らせください。夏休み終了後には、保健室より「夏休み健康調査」も案内しますので、そこに回答してい

ただいても結構です。 

 あわせて、今年も夏休み終了 3 日前に「アウトメディアコントロール３Day」として、生活点検を各ご家

庭のご協力のもと、各児童のタブレットに生活点検のフォーム式回答調査も行います。詳細は、後日お知らせ

します。ご協力よろしくお願いします。 

 

 


